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論 文 内 容 の 要 旨

1945年に G reene は人脳腫癌をモルモットの前限房に異種移植することに成功した｡ その後多 くの研究

者により各種人癌の実験動物- の異種移植が試みられたが成功率は低 く必ず しも満足な結果が得 られなか

った｡ 1953年に T oolan は異種腫癌に対する宿主の免疫反応を抑制する目的で宿主に対するレ線照射およ

びコ- チゾン投与を行ない, - ムスク- Cheek pouch またはラッテ皮下に人癌を継代移植することに成

功した｡ かかる処置は conditioning と呼ばれ人癌異種移植の際における有効性が確認されるに至った｡

本実験においては, まづマワスに自然発生 した乳癌の同種脳内移植を行ない, 移植腫癌の発育に対する

脳の移植母地としての適合性を検討 した｡ 次いで conditioning の下に人脳腫癌の異種脳内移植を試みた｡

実験 Ⅰ マウス乳癌の同種移植 :dd系マウスに自然発生 した乳癌 5 例を同系マウスの脳内または皮下に

移植した｡ 全例とも例外なく初回脳内移植が陽性であるのみならず, 脳内で継代移植することも容易であ

った｡ 皮下移植は 5 例中 2 例が初回移植陽性で, 皮下継代移植はこの 2 例中 1例のみにおいて可能であっ

た｡ すなわち脳は皮下に比べ移植腰痛の発育に好適な培地を提供する0

実験Ⅲ 人脳腫癌の異種脳内移植 :宿主動物には W istar 系ラッテ, dd および C 3H 系マウスを使用 し

た｡ C onditioning は T oolan の法にならい宿主動物に対 して移植前レ線全身照射, 移植前後 prednisolone

腹腔内投与を行なった｡ 移植後観察期間は 66- 196 日に及ぶ｡ ラッテ脳内移植に用いた脳腫癌は19例でこ

の中11例は神経贋膿, 8 例はその他の原発性脳腫癌である｡ マウス脳内移植に用いた脳腫癌は神経腰膜 9

例, 脳膜腫 4 例よりなる｡

実 験 結 果

1) ラッテ脳内移植を行なった pinealom a の 1例において移植後 80 日目に肉眼的にも組織学的にも積

極的増殖を営む腫疫の発育をみた｡ 原腫癌は tw o-cell pattern を示す pinealom a であったが移植後発育

した腫疫では lym phoid cell が完全に消失 して epithelioid cell のみから構成されていた｡ この事実は

pinealom a の lym phoid cell の本質に関して有力な示唆を与える｡ lym phoid cell に関しては古 くより見
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解の相違がありH orrax および B ailey は神経腰性細胞であるとみなし,一方 G lobus および Silbert は間

葉性起源で線維母細胞に分化 し得る細胞であるとなしたO また Ztilch は未分化な腫癌細胞であると推測

している｡ いずれにせよ本実験で得られた事実は lym phoid cell に腫癌実質細胞としての意義はもちろん

のこと, 腫癌の固有問質としての意義も附することができないことを暗示 している｡ R ingertz 等の症例

に見 られるどとく lym phoid cell は定型的芽中心を形成することもあるから, Pinealom a の間質に集束せ

るリンパ球とみなすのが妥当と考えられる｡

2) ラッテ脳内移植を行なった craniopharyngiom a と m eningiom a の 2 例においてそれぞれ移植後87

日および56 日の長期にわたって原腫癌の特徴をよく具備した腫癌細胞集団の生存を確認 し得たが積極的増

殖の所見は得 られなかった｡ これは宿主, 腫蕩両者間に平衝の保たれた状態, いわば仮眠状態とも呼ぶべ

きもので, この均衡の破綻により腫癌の積極的増殖あるいは退化, のいずれかの方向に進むものと考えら

れる｡

3) ラッテ脳内移植を行なったその他の16例と, マウス脳内移植を行なった13例の人脳腫癌の異種脳内

移植は陰性に終った｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

近年人間の癌や脳腫癌をマウス, ラッテその他の動物に移植する試みが行なわれているので, 宮脇は京

大外科で手術の際に得られた脳腫癌の組織を用いて, W istar 系ラッテ, dd および C 3H 系マウスの脳内移

植実験を行なった｡ その際 conditioning としてレ線全身照射や Prednisolone の投与を行なっている｡移植

に用いた脳腫疫は19例で,うち11例はダリオー与,8例はその他の原発性脳腫癌である｡このうち pinealom a

の 1例で, 移植後80日目に肉眼的にも, 組織学的にも積極的増殖を営む腔癌の発育を見た｡ これは文献上

特記すべき成績である｡ その他, craniopharyngiom a と m eningiom a との各 1例ずつにおいて, 移植組

織の脳内長期生存を確認 し得たが, 積極的増殖の所見はなかった｡ 他の16例はすべて移植陰性であった0

これらのすべての例について, 詳細なる組織学的検査を行なっている｡

上述のごとく, 本研究は学術的に立派なものであって, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定

する｡
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